
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

「 逆境をチャンスに！ 」 
                                      校長 安藤 秀一 

◆新春の朝日とともに、令和２年が明けました。天候にも恵まれ、

令和最初のお正月を穏やかに迎えられたことと思います。新年おめ

でとうございます。今年もどうぞよろしくお願いいたします。◆元

日の新聞広告で１ページ全面にある企業の広告が大きく掲載されて

いました。タイトルには「さ、ひっくり返そう」の文字が並び、そ

の下には右のような１から 11の文章が綴られていました。◆１か

ら下に順に読んでいくと、〈人はピンチの時で

も新しい発想や工夫で立ち向かえば大逆転も起

こりうる。でも勝ち目のない時は潔くあきらめ

たほうが賢明だ。今は土俵際、絶体絶命だ。〉

と自らの逆境を冷静に見極めて、前向きな心が

折れる直前の心情が読み取れます。◆しかし、

そんな状況を表す文章を 11から１の順に上に

向かってひっくり返して読んでみてください。

文章は全く同じものなのに、頭の中の理解は順

接で進んでいきます。読む文章の順番が変わる

だけで、絶体絶命のピンチが大逆転を信じて何

とかなるような気持ちになってきます。◆物事

はそれをどのように捉えるかによって、その受

け取り方は大きく違ってきます。物事を日頃からネガティブ（後ろ向きに）に捉える人は、状況を悲観的に考

え常に不安に悩まされます。一方で、物事をどんな時でもポジティブ（前向きに）捉える人は、危機的状況に

おいても希望を持ち続け、大逆転は起こりうるという不思議な自信を持っています。皆さんが今年経験するす

べての出来事をポジティブに捉え、自らの成長の糧となることを願っています。 

【 行中魂のバトンタッチ 】～ 12/9 生徒会引継式 ～ 

 一年間生徒会本部役員として行中を

リードしてきた旧執行部員から、山本

新生徒会長をはじめとした新執行部員

に引継式が行われました。旧執行部か

らは校旗とともに行中魂の熱い思いが

手渡され、新執行部からは感謝の花が

贈られました。お疲れさまでした。 
 

【 教育講演会 】～ 12/6 １･２学年期末ＰＴＡ ～ 

２学期は授業参観にかえて１、２学年とも

教育講演会を実施しました。１年生はシンプ

ルでポジティブな言葉を使って人のやる気を

引き出す「ペップトーク」、２年生は身体を

構成する食品について管理栄養士の方のお話

を生徒と保護者が一緒に聞いて学びました。 
  

【 御協力ありがとうございます 】～ 12/14 第２回資源回収 ～ 

 ＰＴＡ地区役員の皆さんにご協力いただき資

源回収を行いました。部活動の生徒たちに手伝

ってもらい、プール脇に並べられたコンテナに

は大量の新聞紙やダンボール等が運び込まれま

した。おかげさまで収益金１５，７８０円が集

まりました。ありがとうございました。 

※現在、買取業者が回収した古紙やダンボールの輸出価格が急落しています。過去の回収量と同等でも買取 

金額が大幅に下落しておりますので、ご了承ください。 
  

【 私たちが考えました 】～ 2/3 学校給食考案献立 ～ 

 １年生が家庭科で栄養と献立を学ぶ授業を行い、学校

給食のメニューを考えました。その中で成長期の中学生

に必要な栄養素を補った素晴らしい献立を立てた市川萌

愛さんと川上彩羽さんのメニューが、学校給食センター

の考案献立に採用されました。来月の献立として市内全

校で実食されることになります。（給食のイラストはイメージです） 

《 令和２年度から長期休業日が変更になります 》～ 夏季休業日・冬季休業日 ～ 

行田市小・中学校管理規則の一部改正により、令和２年度から夏季休業日及び冬季休業日の休業期間が 

短縮されます。 

１ 夏季休業日  ７月２１日～８月２６日  ※２学期始業式 ８月２７日 

２ 冬季休業日 １２月２５日～１月 ６日  ※３学期始業式 １月 ７日 

◎給食の開始日等につきましては、改めてお知らせします。 

行中の誇り ３つの心 「素直な心」「前向きな心」「強い心」 
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《 学校教育目標 》 

よく考え自ら学ぶ生徒 

誠実で情操豊かな生徒 

心も体もたくましい生徒 

    「さ、ひっくり 返そう」 

１ 大逆転は、起こりうる。 

 ２ わたしは、その言葉を信じない。 

 ３ どうせ奇跡なんて起こらない。 

 ４ それでも人々は無責任に言うだろう。 

 ５ 小さな者でも大きな相手に立ち向かえ。 

 ６ 誰とも違う発想や工夫を駆使して闘え。 

 ７ 今こそ自分を貫くときだ。 

 ８ しかし、そんな考え方は馬鹿げている。 

 ９ 勝ち目のない勝負はあきらめるのが賢明だ。 

 10 わたしはただ、為す術もなく押し込まれる。 

 11 土俵際、もはや絶体絶命。 

《考案献立メニュー》 

セルフオムライス、 

コンソメスープ、 

野菜サラダ、 

コーヒーミルク 


